１）基調講演　「地球とはいかなる惑星なのか」

東京大学大学院新領域創成科学研究科　松井 孝典
質量分析を通じて、研究・教育・地域貢献を行っているBMSコンファレンスとして、これからの研究を推進し或いは振返り、あらためて私たちが直面する「地球」・「地球環境」の問題をどのように捉えどのように行動すべきなのか、を考える機会にしたいと考えております。昨年の洞爺湖サミットでも取上げられました『環境・地球変動』の問題につきましても、温暖化の影響が地球規模で拡大していることを示す、様々な事象が取上げられる現在、科学者が本気でその問題の本質・対応に向かっていくべきではないかと考えます。松井先生からは、地球科学研究の立場から、地球を考え、地球の未来を考える地球規模の講演をしていただきます。

２）基礎講座 I　
講演を理解するために必要なMSの基礎知識

平山和雄（Science Education Co., Inc.）
質量分析計の概念、質量と分子量の違い、イオンの動き、マススペクトルの横軸、窒素ルール、官能基、極性等の基本的な事柄についての解説です。
３）基礎講座 II　
定性・定量・構造解析にMSを使いこなすために
スポンサードディスカッションを行うために必要な基礎知識についての解説です。

・市販装置のイオン化法の変遷

佐藤浩昭（産業技術総合研究所　環境管理技術研究部門）
歴史の流れに沿った、EI、CI、FD、APCI、FAB、MALDI、ESIについての解説です。

・市販装置の分析部の変遷


豊田岐聡（大阪大学大学院理学研究科）
歴史の流れに沿った、磁場型、四重極、TOF、イオントラップ、FT-ICR、オービトラップについての解説です。
・薬物探索研究と質量分析


高草英生（第一三共㈱研究開発本部）
薬物探索の方法論とそこでの質量分析法の関わりについての解説です。方法論の中に代謝物による毒性発現機構やその回避の仕方なども含めていただきます。
・定量分析の基礎



中山聡（味の素㈱医薬研究所）
質量分析法による定量分析の考え方と実施例、更にそこでのコツや問題点などについての解説です。
・市販装置の分解能・感度・マスレンジの変遷

中村健道（理化学研究所　先端技術基盤部門）
分解能・感度・マスレンジが上がるに従って、測定できる化合物の範囲が広がり、研究対象が拡大してきました。その歴史的な流れにそった解説です。
４）スポンサードディスカッション
5つのグループに分かれてディスカッションしていただきます。基礎講座IIで、過去と現在を解説していただきますので、ここでは未来について参加者に語り合っていただきます。各グループの運営方針は要旨集に掲載されます。下記は、テーマと司会者です。
・イオン化法



佐藤浩昭（産業技術総合研究所　環境管理技術研究部門）
・分析部




豊田岐聡（大阪大学大学院理学研究科）
・薬物探索研究と質量分析


岩渕晴男（第一三共㈱研究開発本部）
・定量分析



中山聡（味の素㈱医薬研究所）
・生体分子研究の未来とそれを可能にするMS


山田尚之（味の素㈱ライフサイエンス研究所）
５）応用講座Ⅰ
海の資源研究から地球環境の将来を考える
この応用講座では、『海の資源』の観点からグローバルな視点で地球環境問題を捉え、問題解決に向けた将来への提言と共に、『海の資源』を効率的かつ有効に利用する技術を生出す「環境負荷低減型」研究について考えます。
・基調講演
海の資源研究から地球環境の将来を考える

高橋正征（高知大学大学院黒潮圏海洋科学専攻）
地球環境全体を眺め、『海の資源』研究から何が分かるのか・何が言えるのか、そうした研究が、今日の地球環境問題への対応にどのように貢献するのかについて言及いただきます。
・下記一般講演では、『海の資源』を、それぞれ研究の対象としての資源として捉え、地球環境問題の解決のために、どのような研究のアプローチ・方法が行われているのか、および質量分析がそれらの研究でどのように使われているのかについて講演いただきます。
・一般講演
海洋コアを用いた過去の地球環境の解明

村山 雅史（高知大学 海洋コア総合研究センター）
・一般講演
濃縮海洋深層水を利用した微細藻デュナリエラの大量培養システムの構築～二酸化炭素の新しい循環システムを求めて～

受田浩之（高知大学　農学部）

・一般講演
新規天然分子の探索と構造解析における質量分析
津田正史（高知大学 海洋コア総合研究センター）

６）応用講座 Ⅱ
医薬・医療の将来を考える
最近話題のiPS細胞の先にある再生医療の現状と将来、タンパク質医薬・抗体医薬を目指した製薬企業の戦略、全く新しい視点に立った製剤開発とはどのようなものか、更に細胞1個の成分分析を目指した究極のメタボロミクスなど、多彩な話題を提供して頂き医薬・医療の将来を考えます。
・基調講演
再生医療の現状と将来の見通し

岡野栄之（慶応大学医学部生理学教室）
・一般講演
製薬企業の挑戦～これまでとこれから～

浅野克彦（横浜市立大学客員教授、前キリンファーマ株式会社代表取締役社長）
・一般講演
テロメラーゼ活性を標的とするウイルス製剤のがん診断・治療への応用
藤原俊義（岡山大学大学院医歯学総合研究科）
・一般講演
Live Single Cell Mass Spectrometry


升島　努（広島大学大学院医歯薬学総合研究科）

７）スポンサーセッション

スポンサー企業9社に、最新の技術照会をしていただきます。

８）BMS トラベルアワード講演

生命科学の発展を質量分析法により切り拓こうとする新進気鋭の若手研究者を奨励し、その研究成果を広く世界へ発信し、 将来国際的にリーダーシップをとる第一線の研究者を育成する目的で、BMS研究会では、BMS研究会賛助団体からの賛助金を財源としてトラベルアワードを2006年度より授与しております。2009年度は以下の2名に授与されますので、あわせて講演を行います。

今見　考志　（慶應義塾大学先端生命科学研究所　D2）

「二重標識 SILAC 法を用いた乳癌細胞のシグナル伝達ネットワークのリン酸化プロテオーム解析」

七種　和美　（広島大学大学院理学研究科 D1）

「メリチンの膜トポロジーのダイナミクス」
９）ポスター討議

　広いポスター会場で、公募によるポスターとスポンサー企業によるポスターの討議を行います。スポンサー企業のポスターの前には、椅子と大きな円卓を用意いたします。
